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「財団創立60周年記念事業に向けて」
 第32期会長　小峰 一允
InterFaith駅伝 2016開催報告
平成27年度 加盟団体顧問弁護士連絡会開催
第4回人権問題連絡協議会開催
第4回広報委員会開催
寺院が知っておきたい法律知識
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こ
の
た
び
私
は
真
言
宗
智
山
派
管
長
・

総
本
山
智
積
院
第
七
十
一
世
の
故
を
も
っ

て
、
本
会
加
盟
宗
派
・
都
道
府
県
仏
教
会
・

仏
教
団
体
の
皆
様
の
ご
推
挙
に
よ
り
、
第

三
十
二
期
全
日
本
仏
教
会
会
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。
も
と
よ
り
不
徳
の
身
に
し

て
、
そ
の
任
に
耐
え
ら
ざ
る
者
で
は
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
立
場
を
い
た
だ
き
ま
し
た

上
は
、
釈
迦
牟
尼
世
尊
の
教
え
を
奉
じ
、

本
会
の
目
的
た
る
「
和
」
の
精
神
を
基
調

と
し
、
現
代
社
会
に
即
応
す
る
全
一
仏
教

運
動
の
展
開
に
微
力
を
傾
注
す
る
決
意
で

あ
り
ま
す
の
で
、
会
員
各
位
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
懇
願
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
お
陰
を
も
ち
ま
し
て
高
徳
の
六
人
の
副

会
長
様
が
選
任
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

そ
の
お
力
を
お
借
り
し
、
更
に
評
議
員
、

理
事
の
皆
様
の
ご
協
力
を
得
て
会
の
運
営

に
当
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
現
代
社
会
を
観
る
と
き
、
そ
こ

に
は
正
に
釈
尊
の
説
か
れ
た
地
獄
・
餓
鬼
・

畜
生
・
修
羅
・
人
・
天
の
六
道
輪
廻
の
相

が
あ
り
ま
す
。

　
一
見
平
和
な
わ
が
国
に
於
て
も
、
殺
人

や
飢
餓
を
は
じ
め
数
度
に
わ
た
る
大
地

震
・
火
山
噴
火
な
ど
、
心
を
痛
め
る
事
象

に
満
ち
て
い
ま
す
。
釈
尊
の
教
え
ら
れ
た

人
間
の
貪
・
瞋
・
痴
の
三
毒
に
よ
る
も
の

で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
こ
の
六
道
輪
廻
の
世

界
を
転
じ
て
仏
の
浄
土
と
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
も
人
間
で
あ
り
、
私
た
ち
仏
教
徒

の
責
務
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
十
人
十
色

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
人
の
心
の
悩
み
や

苦
し
み
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
こ
の
さ
ま
ざ

ま
な
心
に
対
応
す
る
に
は
そ
れ
だ
け
の
教

え
の
方
便
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
釈
尊
の
教
え
の
原
点
は
四
聖
諦
等
の
大

原
則
に
あ
り
ま
す
が
、
わ
が
大
乗
仏
教
に

至
っ
て
、
ま
さ
に
八
萬
四
千
の
法
門
と
い

わ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
教
え
は
大
き
く
、

深
く
、
幅
広
い
も
の
に
発
展
い
た
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
大
乗
仏
教
は
、
ど
の
よ

う
な
ニ
ー
ズ
に
も
対
応
し
得
る
も
の
で
あ

り
、
ま
さ
に
幅
広
い
教
え
を
包
含
す
る
全

日
本
仏
教
会
は
そ
の
象
徴
な
の
で
あ
り
ま

す
。
仏
教
が
各
宗
各
派
に
分
れ
て
存
在
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
衆
生
の
必
要
に

応
じ
て
、
き
め
細
か
く
対
応
す
る
た
め
で

あ
る
。
と
い
う
こ
と
も
で
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
現
代
社
会
は
文
明
の
発
展
に
よ
っ

て
生
じ
た
ひ
ず
み
の
社
会
と
い
う
こ
と
で

も
あ
り
ま
す
。

　
本
会
で
は
来
る
平
成
二
十
九
年
に
「
財

団
創
立
六
十
周
年
」
を
迎
え
、
福
島
県
で

大
会
が
挙
行
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
し
て
、そ
の
目
標
と
し
て「
時

代
に
即
応
す
る
活
発
な
全
一
仏
教
運
動
の

展
開
」
を
取
り
上
げ
、「
創
立
理
念
に
立
ち

還
っ
て
地
に
足
の
つ
い
た
事
業
を
展
開
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
こ
と
が
記
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
今
後
の
検
討
が
待
た
れ
る

わ
け
で
す
が
、
全
日
本
仏
教
会
と
い
う
大

き
な
組
織
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
何
か
、

そ
れ
を
進
め
る
に
は
、
ま
ず
加
盟
団
体
の

事
業
に
基
づ
い
て
検
討
考
察
さ
れ
な
く
て

は
大
き
な
力
と
は
な
り
得
ま
せ
ん
。
加
盟

団
体
毎
に
行
な
わ
れ
る
社
会
教
化
の
方
針

や
事
業
の
集
大
成
と
い
う
形
で
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
自
か
ら
一
つ
の
大
き
な
流
れ

と
な
る
筈
で
あ
り
ま
す
。
本
会
事
務
総
局

の
み
で
は
な
し
得
な
い
し
、
一
人
よ
が
り

は
避
け
る
べ
き
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　
現
代
社
会
は
ま
た
過
疎
化
の
時
代
で
も

あ
り
ま
す
。
都
市
と
地
方
の
格
差
が
広
が

っ
て
い
る
時
代
で
も
あ
り
ま
す
。
地
方
寺

院
に
お
い
て
は
将
来
の
展
望
を
持
て
ず

に
、
子
弟
教
育
も
ま
ま
な
ら
ず
困
惑
し
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た

地
方
寺
院
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
ど
う

す
れ
ば
発
信
で
き
る
か
、
こ
れ
も
本
会
の

役
割
の
重
大
な
一
つ
で
あ
り
ま
す
。

　
更
に
世
界
仏
教
徒
会
議
に
つ
い
て
は
、

か
ね
て
三
回
の
大
会
を
わ
が
国
に
お
い
て

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
次
期
会
議
を
日

本
で
、
と
の
計
画
も
あ
る
や
に
聞
い
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
今
後
の
検
討
を
待
た
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
こ
う
し
た
今
後
に

予
定
さ
れ
る
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
本
会
が
更
に
充
実
し
た
活
動
が
期

待
さ
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
全
力
を
あ
げ

て
実
現
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
仏
教
は
智
慧
と
慈
悲
の
宗
教
で
あ
り
ま

す
。
私
た
ち
は
菩
薩
行
に
よ
っ
て
立
っ
て

い
ま
す
。
仏
教
こ
そ
が
全
人
類
の
心
の
救

済
を
め
ざ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
の

確
か
な
信
念
を
基
に
そ
の
実
現
に
つ
と
め

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

●
真
言
宗
智
山
派
管
長

●
総
本
山
智
積
院
化
主
第
七
十
一
世

●
東
京
都
練
馬
区
石
神
井
台 

三
寳
寺
住
職

○
昭
和
八
年
七
月
一
日
生
ま
れ

【
最
終
学
歴
】

早
稲
田
大
学
教
育
学
部 

卒
業

大
正
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科 

修
士
課
程 

修
了

【
著
書
】

『
三
寳
寺
所
伝　
三
意
願
方
聖
教
集
』

�

山
喜
房
仏
書
林　
編
集
発
行

『
真
言
宗
』�

佐
藤
良
盛
共
著　
大
法
輪
閣

財
団
創
立
六
十
周
年

記
念
事
業
に
向
け
て

　
　
　
　
　
第
三
十
二
期
会
長
　
　
小
峰
　
一
允
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去
る
二
月
二
十
一
日
、
日
本
で
第
三
回
目

と
な
る
諸
宗
教
者
間
で
タ
ス
キ
を
繋
ぎ
世
界

平
和
と
震
災
復
興
を
祈
願
す
るInterFaith

駅
伝
２
０
１
６
～
平
和
を
願
う
祈
り
の
駅
伝

～
（
以
下
駅
伝
）
が
開
催
さ
れ
た
。

　

InterFaith

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ル
ク
セ
ン

ブ
ル
ク
で
発
足
し
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
クIN

G

ナ
イ
ト
マ
ラ
ソ
ン
に
併
設
し
、
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
る
。
日
本
開
催
で
は
、
本
会
が
事
務

局
を
担
い
、（
公
財
）
日
本
宗
教
連
盟
、
京
都

府
宗
教
連
盟
協
力
の
も
と
、
主
催
団
体
と
な

るInterFaith

日
本
実
行
委
員
会
（
以
下
実

行
委
員
会
）
を
組
織
し
、
京
都
マ
ラ
ソ
ン

２
０
１
６
に
併
設
し
開
催
さ
れ
た
。

　
駅
伝
に
は
、
実
行
委
員
会
を
構
成
す
る
各

団
体
か
ら
推
薦
さ
れ
た
聖
職
者
三
十
六
名
の

他
、
イ
ス
ラ
ム
教
師
四
名
の
計
四
十
名
が
十

チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
異
な
る
宗
教
・
宗
派
間

で
「
祈
り
の
駅
伝
」
と
書
か
れ
た
黄
色
の
タ

ス
キ
を
繋
ぎ
、
一
万
六
千
人
の
市
民
ラ
ン
ナ

ー
と
共
に
都
大
路
を
走
り
抜
け
た
。
本
会
か

ら
は
、
法
華
宗
（
本
門
流
）、
全
日
本
仏
教
青

年
会
の
僧
侶
が
参
加
し
た
。

【
二
十
日
（
前
日
）】

•

駅
伝
説
明
会
（
十
四
時
三
十
分
～
）

　
ホ
テ
ル
本
能
寺
を
会
場
に
、
駅
伝
の
説
明

会
が
行
わ
れ
た
。

•

祈
り
の
時
間
（
十
五
時
三
十
分
～
）

　
法
華
宗
（
本
門
流
）
大
本
山
本
能
寺
に
お

い
て
、簗
瀬
城
諒
執
事
長
御
導
師
の
も
と
、世

界
平
和
と
翌
日
の
駅
伝
の
成
功
を
祈
願
す
る

法
要
が
厳
修
さ
れ
た
。

　
法
要
の
中
で
は
、
門
川
大
作
京
都
市
長
を

は
じ
め
、村
田
健
史
実
行
委
員
（
神
社
本
教
）、

松
山
大
耕
実
行
委
員
か
ら
世
界
平
和
と
震
災

復
興
へ
の
想
い
を
込
め
た
挨
拶
が
な
さ
れ

た
。

•

夕
食
会
（
十
七
時
十
五
分
～
）

　
法
要
終
了
後
、
ホ
テ
ル
本
能
寺
へ
会
場
を

移
し
、
チ
ー
ム
ご
と
に
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で

夕
食
会
が
開
か
れ
た
。
前
回
大
会
か
ら
の
参

加
者
も
あ
り
、
翌
日
の
駅
伝
に
向
け
て
和
や

か
な
交
流
が
行
わ
れ
た
。

【
二
十
一
日　
駅
伝
開
催
、
表
彰
式
】

　
駅
伝
は
京
都
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
６
の
ラ
ン

ナ
ー
が
ス
タ
ー
ト
し
た
後
、
九
時
十
五
分
に

西
京
極
総
合
運
動
公
園
を
ス
タ
ー
ト
し
、
仁

和
寺
前
、ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
学
院
小
学
校
前
、聖

ド
ミ
ニ
コ
女
子
修
道
院
前
を
中
継
所
と
し
、

平
安
神
宮
前
で
ゴ
ー
ル
と
な
っ
た
。

　
当
日
は
、
快
晴
に
恵
ま
れ
、
駅
伝
走
者
は

平
和
へ
の
想
い
を
込
め
た
タ
ス
キ
を
繋
ぎ
ゴ

ー
ル
し
た
。

　
ま
た
、
各
中
継
所
に
は
、
諸
宗
教
団
体
か

ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
い
、
お
揃
い
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
を
身
に
ま
と
い
、
駅
伝
走
者
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
た
。

　
駅
伝
終
了
後
、
十
七
時
三
十
分
よ
り
ホ
テ

ル
本
能
寺
に
お
い
て
、
表
彰
式
が
開
催
さ
れ

た
。
表
彰
式
に
は
門
川
大
作
京
都
市
長
も
出

席
し
、
教
義
の
違
い
を
超
え
、
相
互
理
解
を

目
指
し
世
界
平
和
を
願
う
駅
伝
に
参
加
し
た

走
者
の
力
走
を
称
え
た
。（
当
日
の
模
様
は

InterFaith

駅
伝
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）

http://interfaith-japan.com
/

InterFaith
駅伝
2016

開
催
報
告

祈りの時間後、記念撮影が行われた（本能寺本堂にて）

タスキをつなぐ駅伝走者達（仁和寺前にて）

表彰式の様子
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平
成
27
年
度 

加
盟
団
体

顧
問
弁
護
士
連
絡
会
開
催

─「
厚
生
年
金
加
入
問
題
」

�
　
に
つ
い
て
研
修
─

　　
二
月
十
二
日
午
後
二
時
か
ら
、
京
都
・
教
王

護
国
寺
の
本
坊
客
殿
を
会
場
に
、「
厚
生
年
金
加

入
問
題
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
標
記
連
絡
会

が
開
催
さ
れ
た
。

　
昨
今
、
全
国
各
地
の
寺
院
に
日
本
年
金
機
構

よ
り
、
厚
生
年
金
へ
の
加
入
促
進
の
働
き
か
け

が
強
く
行
わ
れ
た
。
全
日
本
仏
教
会
で
は
、
日

本
年
金
機
構
と
所
轄
庁
で
あ
る
厚
生
労
働
省
と

会
合
を
重
ね
、
現
在
、
加
入
促
進
活
動
は
一
時

停
止
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
法
令
を
根
拠

に
し
た
加
入
促
進
は
、
今
後
と
も
予
断
で
き
な

い
状
況
に
あ
る
。

　
今
回
の
連
絡
会
は
、
厚
生
労
働
省
の
担
当
者

を
招
聘
し
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
る
と
と
も
に
、
各
関
係
部
署
と
の
折
衝

に
携
わ
っ
て
い
る
長
谷
川
正
浩
本
会
顧
問
弁
護

士
の
進
行
に
よ
り
、
各
顧
問
弁
護
士
と
法
律
的

な
観
点
か
ら
議
論
を
深
め
、
今
後
の
折
衝
に
際

し
て
の
法
律
的
整
理
を
行
っ
た
。

　
最
初
に
特
定
社
会
保
険
労
務
士
の
松
田
健
氏

か
ら
、
厚
生
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
に
つ
い
て

詳
細
に
説
明
の
後
、
奈
良
慈
徹
本
会
総
務
部
長

よ
り
、
本
会
が
厚
生
労
働
省
・
日
本
年
金
機
構

と
こ
れ
ま
で
折
衝
を
行
っ
て
き
た
経
緯
に
つ
い

て
説
明
が
な
さ
れ
た
。

　
休
憩
時
間
を
は
さ
み
、
石
河
徹
厚
生
労
働
省

年
金
局
事
業
管
理
課
長
補
佐
が
、
日
本
年
金
機

構
か
ら
全
国
の
寺
院
に
対
し
て
厚
生
年
金
へ
の

加
入
促
進
の
働
き
か
け
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
経
緯
に
つ
い
て
説
明
。
最
後
に
長
谷
川
本

会
顧
問
弁
護
士
の
進
行
に
よ
り
質
疑
応
答
が
行

わ
れ
、
現
行
の
厚
生
年
金
保
険
法
の
第
六
条
第

一
項
第
二
号
の
原
則
は
維
持
し
つ
つ
も
、
同
法

第
一
項
第
一
号
の
「
従
業
員
五
人
以
上
」
と
の

数
字
の
整
合
性
を
踏
ま
え
、
任
意
加
入
の
条
項

を
加
え
る
よ
う
な
法
改
正
に
向
け
て
働
き
か
け

て
い
く
旨
の
意
見
が
あ
っ
た
。

第
４
回 

人
権
問
題
連
絡
協
議
会
開
催

　
第
三
十
一
期
標
記
協
議
会
が
、
二
月
十
八
日

午
後
二
時
か
ら
明
照
会
館
会
議
室
で
開
催
さ
れ

た
。

　
ま
ず
、
事
務
局
か
ら
「
人
権
問
題
」
に
関
す

る
今
期
の
取
り
組
み
経
過
に
つ
い
て
報
告
。
そ

の
中
か
ら
特
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
教
材
を
利
用
し
た
「
人

権
問
題
の
講
習
会
」
に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
各
委
員
が
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
続
い
て
講
演
会
に
入
り
、
か
ね
て
よ
り
人
権

問
題
の
関
係
か
ら
懸
案
と
な
っ
て
い
た
「
朝
鮮

半
島
出
身
の
旧
民
間
徴
用
者
等
の
遺
骨
返
還
問

題
」
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、政
府
機
関(

内
閣

府
・
外
務
省
・
厚
生
労
働
省)

か
ら
担
当
者
を
招

聘
し
、
説
明
を
い
た
だ
い
た
。

　
ま
ず
、
奈
良
慈
徹
本
会
総
務
部
長
か
ら
、
昨

年
末
に
本
会
か
ら
菅
義
偉
内
閣
官
房
長
官
に
対

し
て
「
朝
鮮
半
島
出
身
の
旧
民
間
徴
用
者
等
の

遺
骨
の
即
時
返
還
を
求
め
る
要
望
書
」
を
手
交

し
た
事
を
含
め
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て

説
明
。
次
に
政
府
機
関
の
担
当
者
か
ら
順
次
説

明
を
受
け
た
。

　
小
寺
次
郎
内
閣
官
房
参
事
官
補
佐
は
、
二
〇

〇
四
年
に
行
わ
れ
た
日
韓
首
脳
会
談
に
お
い

て
、
小
泉
純
一
郎
首
相
と
ノ
・
ム
ヒ
ョ
ン
韓
国

大
統
領
と
の
会
談
で
、
旧
民
間
徴
用
者
等
の
遺

骨
の
所
在
確
認
と
返
還
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ

た
経
緯
を
説
明
し
、
政
府
と
し
て
今
後
と
も
韓

国
側
と
の
定
期
的
な
会
合
を
持
ち
た
い
旨
の
話

し
が
あ
っ
た
。

　
喜
多
律
夫
外
務
省
日
韓
交
流
室
長
は
、
昨
年

の
十
二
月
に
三
年
ぶ
り
に
日
韓
首
脳
会
談
が
行

わ
れ
た
事
、
今
ま
で
の
交
渉
窓
口
の
「
対
日
抗

争
期
強
制
動
員
被
害
調
査
及
び
国
外
強
制
動
員

犠
牲
者
等
支
援
委
員
会
」
が
昨
年
十
二
月
で
解

散
し
、
行
政
管
区
に
移
管
さ
れ
た
旨
等
の
経
緯

に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　
小
野
寺
徳
子
厚
生
労
働
省
人
道
室
長
は
、
実

態
調
査
の
状
況
と
実
地
調
査
の
状
況
に
つ
い
て

説
明
。
実
態
調
査
で
判
明
し
た
約
二
千
八
百
体

の
遺
骨
の
内
、
ほ
ぼ
全
体
の
実
地
調
査
が
ま
も

な
く
終
了
す
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

次
に
出
席
者
と
の
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、

二
〇
〇
五
年
に
政
府
か
ら
本
会
に
あ
っ
た
「
朝

鮮
半
島
出
身
の
旧
民
間
徴
用
者
等
の
遺
骨
に
つ

い
て
の
情
報
提
供
の
お
願
い
」
の
協
力
要
請
か

ら
始
ま
っ
た
本
件
が
、
約
十
年
を
過
ぎ
た
現
在

も
進
展
が
無
い
点
に
つ
い
て
質
問
が
集
中
し

た
。
こ
の
背
景
に
は
、
遺
骨
を
預
か
る
寺
院
住

職
の
高
齢
化
と
、
住
職
の
代
替
わ
り
の
際
に
預

か
っ
た
経
緯
が
分
か
ら
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　
今
後
と
も
、
本
会
と
担
当
の
政
府
三
省
と
の

定
期
的
な
会
合
を
行
い
、
情
報
の
共
有
を
す
る

事
を
確
認
し
、
閉
会
と
な
っ
た
。

第
4
回
広
報
委
員
会
開
催

　
宗
教
法
人
の
広
報
を
考
え
る

　
～
攻
め
の
広
報
～

　

標
記
委
員
会
が
三
月
二
日
午
後
一
時
半
よ

り
、
真
宗
大
谷
派
し
ん
ら
ん
交
流
館
で
開
催
さ

れ
た
。
今
回
の
委
員
会
で
は
、
各
委
員
に
対
し

て
そ
れ
ぞ
れ
の
加
盟
団
体
組
織
に
お
け
る
広
報

体
制
の
確
立
に
向
け
た
現
状
の
報
告
等
を
事
前

に
課
題
と
し
て
提
出
を
依
頼
し
、
そ
れ
ら
を
取

り
ま
と
め
、
講
師
と
し
て
招
聘
し
た
大
和
証
券

営
業
サ
ポ
ー
ト
部
副
部
長
の
佐
藤
泰
之
氏
か

ら
、
加
盟
団
体
の
現
状
・
今
後
の
方
策
な
ど
に

つ
い
て
配
布
資
料
を
基
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
い
た
。

　
ま
ず
は
、理
想
と
す
る
広
報
体
制
の
組
織
（
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
コ
ア
チ
ー
ム
）
と
は
ど
の
よ
う
な

石河徹 厚生労働省
年金局事業管理課長補佐



   2月（1日〜15日）   
１日	 ▶DOT吉田氏他来局	 事務総局
２日	 ▶局内会議	 事務総局
８日	 ▶朝日ビジネスソリューション（株）木村氏来局	 事務総局
９日	 ▶浄土宗大本山増上寺訪問	 東京・増上寺
	 ▶大村印刷(株)是永氏他来局	 事務総局
１０日	▶民主党衆議院議員大島敦事務所訪問	
� 東京・衆議院第一議員会館
	 ▶（一財）埼玉県佛教会萩野映明会長本葬儀参列	 埼玉・能仁寺
	 ▶東日本大震災復興フォーラムin東京出席
� 東京・有楽町朝日ホール
	 ▶無料法律相談開催	 事務総局
１２日	▶平成27年度加盟団体顧問弁護士連絡会開催	
		  京都・教王護国寺
１５日	▶（公財）日本宗教連盟幹事会出席	 事務総局

   2月（16日〜29日）   
１６日	▶局内会議	 事務総局
１７日	▶（一社）遺品整理士認定協会小根氏来局	 事務総局
	 ▶浄土宗大本山増上寺赤羽氏来局	 事務総局
	 ▶DOT岸田氏来局	 事務総局

１８日	▶第31期第4回人権問題連絡協議会開催	 東京・明照会館
	 ▶いちよしビジネスサービス（株）若林氏他来局	 事務総局
	 ▶BNN茅野氏来局	 事務総局
２０日	▶InterFaith駅伝2016開催（～２１日）	 京都・本能寺他
２２日	▶浄土宗総合研究所公開シンポジウム「公教育と宗教」参加
		  東京・増上寺
２３日	▶自由民主党各種団体協議会出席	東京・都市センターホテル
	 ▶聖観音宗訪問	 東京・浅草寺
	 ▶（公財）国際仏教興隆協会第３回再生活性化委員会出席	 東京・祐天寺
２４日	▶文化庁平成27年度宗教法人実務研修会評価企画会議出席
	 	 東京・文化庁
	 ▶仏教懇話会加入者訪問	 東京・衆議院会館
	 ▶毎日新聞大阪本社花澤氏来局	 事務総局
２５日	▶仏教懇話会加入者訪問	 東京・参議院会館
	 ▶台北駐日經濟文化代表處林氏訪問
	 	 東京・台北駐日經濟文化代表處
	 ▶終活読本「ソナエ」古田氏来局	 事務総局
	 ▶大村印刷(株)是永氏他来局	 事務総局
２６日	▶第43回全日本仏教徒会議愛媛大会第15回実行委員会出席
	 	 愛媛・道後 ふなや
	 ▶戸松義晴本会理事来局	 事務総局
２９日	▶和宗四天王寺吉田氏来局	 事務総局

事務総局録事
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組
織
な
の
か
に
つ
い
て
解
説
が
な
さ

れ
、
組
織
内
各
部
署
間
を
横
断
で
き

る
情
報
の
共
有
化
の
重
要
性
を
掲
げ

ら
れ
た
。
そ
の
後
、
方
策
の
一
つ
と

し
て　
各
企
業
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の

ロ
ゴ
マ
ー
ク
や
大
学
の
ロ
ゴ
マ
ー

ク
、
そ
し
て
各
宗
派
の
宗
紋
を
例
に

取
り
上
げ
な
が
ら
、
仏
教
の
何
を
広

報
す
る
の
か
、
組
織
内
の
ど
の
部
分

を
強
化
す
れ
ば
い
い
の
か
、
誰
に
向

け
た
広
報
を
す
る
の
か
な
ど
、
広
報

対
象
者
の
選
定
の
重
要
性
に
つ
い
て

説
明
が
な
さ
れ
た
。

　
次
に
広
報
戦
略
の
事
例
と
し
て
、

ネ
ッ
ト
上
で
お
坊
さ
ん
紹
介
サ
ー
ビ

ス
を
展
開
し
て
い
る
「
み
ん
れ
び
」

と
「Am

azon

」
が
紹
介
さ
れ
、
企

業
が
算
出
し
た
法
要
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

規
模
の
想
定
と
は
、
企
業
の
営
業
戦

略
や
広
報
戦
略
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
な
の
か
、
そ
れ
に
よ
る
経
済
効
果

と
は
、
さ
ら
に
は
こ
れ
ら
を
研
究
す

る
こ
と
で
仏
教
界
と
し
て
の
対
策
を

考
え
る
手
段
な
ど
、
丁
寧
な
解
説
が

な
さ
れ
た
。

　
第
三
十
一
期
の
広
報
委
員
会
は
こ

れ
が
最
後
と
な
る
。
今
回
の
広
報
委

員
会
で
は
事
前
に
「
宿
題
」
を
依
頼

す
る
と
い
う
初
め
て
の
ケ
ー
ス
で
あ

っ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
加
盟
団
体
か

ら
ご
提
出
を
い
た
だ
い
た
。
広
報
の

重
要
性
に
つ
い
て
は
、
本
会
と
広
報

委
員
就
任
の
加
盟
団
体
の
間
で
共
有

が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

第
三
十
二
期
か
ら
は
、
全
て
の
加
盟

団
体
と
の
間
で
共
有
を
図
る
こ
と
を

目
指
し
、
伝
統
仏
教
界
が
一
丸
と
な

っ
た
「
広
報
戦
略
」
の
確
立
に
向
か

う
こ
と
を
願
い
た
い
。

大和証券 佐藤泰之氏

委員会の様子

賛助会員募集中
本会では賛助会員を募集し
ております。全国のご寺院を
はじめ、個人や団体としてご
入会いただけます。入会等の
詳細は本会ホームページを
ご覧ください。
入会者には輪袈裟が進呈されます

無
料
法
律
相
談
室

無料税務相談室
○日時：原則として毎月第2金曜日の午後1時
　　　　から午後5時（原則一人30分）
○会場：公益財団法人 全日本仏教会事務総局
　　　　（内容によっては電話にて対応いたします）
○担当：

　　　　（木村匡成、高尾英一、松山浩也各氏ほか）
○お申込みの詳細については、
　本会ＨＰをご覧ください TEL.03-3437-9275

財務部までお問合せ

TEL.03-3437-9275
社会・人権部までお問合せ

本
会
顧
問
弁
護
士
の
長
谷
川
正
浩

先
生
が
、
寺
院
向
け
無
料
法
律
相
談

を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

（
主
に
第
二
・
第
四
木
曜

日
要
事
前
予
約
）



寺院が知っておきたい法律知識

　宗教法人運営のための法律入門⑯　
不動産の貸付　１
　宗教法人には昔から雄大な土地がありました。そのほとんどは永代供養のために寄進されたものです。しかし、太
平洋戦争後の農地解放によって宗教法人が所有していた農地もその対象にされた結果、農地からの小作収入を経営
基盤としていた宗教法人は、大打撃を被りました。これが原因で布施収入をその経営基盤とせざるを得なくなった
結果、布施収入の定額化がもたらすひずみが発生してきています。この解説は、また別の機会に譲ることとします。
　農地解放から免れた山林、雑種地、宅地は宗教法人に残りました。戦後の窮乏時に住む場所もない人から依頼さ
れて、これらを一時的に貸したものが、そのまま現在でも不動産貸付として残っているものが多く見受けられます。
今回はこれと収益事業との関係等について述べてみます。

〈収益事業となるかどうか〉
　不動産の貸付が収益事業となるかどうかについては、全仏№615号(12月号)で述べました。今一度整理します
と、土地・建物の貸し付けは下記の３つの場合を除いて収益事業となります。
　①　宗教法人法第４条２項に規定する宗教法人が行う墳墓地の貸付業
　②　国または地方公共団体に対して直接貸し付けられる不動産の貸付業
　③　主として住宅の用に供される土地で、その貸し付け対価が低廉である場合の不動産の貸付業
　ここでいう「低廉である場合」とは、それぞれの貸し付けごとに下記の条件を満たしていなければなりません。
Ⅰ　貸し付けた土地の上にある建物が、その床面積の２分の１以上が居住の用に供されていること（アパート・
マンション等の賃貸住宅でも可）。

Ⅱ　その建物が別荘に供されていないこと。
Ⅲ　その敷地の面積がⅠの建物の床面積の10倍以下であること。
Ⅳ　その敷地の経常的な地代の額が、その敷地面積にかかる固定資産税と都市計画税の合計額の３倍以下である
こと（名義書替料・更新料・条件変更料を除く）。

　収益事業に該当するかどうかについては、年に一度、固定資産税や都市計画税が決まったときに、判定台帳を整
備して確定しておく必要があります。

〈判定台帳の作成〉
　収益事業にあたるかどうかの判定をするため、借地人ごとに判定台帳を作成します。これは、かなり煩わしい作
業ですが、とりかかってしまえば毎年同じ作業の繰り返しですから楽になります。ここに以前、全日本仏教会が作
成したひな型を提示しておきます。

判定台帳のひな型
土　地 宗教法人　〇〇〇　非収益事業・収益事業　判定台帳 自　平成　　　年　　　月　　　日

至　平成　　　年　　　月　　　日　事業年度分

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

地番 地積
評価額Ａ 固定資産税額 都市計画税額 公課合計額 ㎡（坪）当り税額 賃借人の住所 貸付面積

課税標準額Ｂ Ｂ×1.4/100 Ａ×0.3/100 ④＋⑤ ⑥÷② 氏名(名称) ㎡（坪）
㎡（坪）A� 円 円 円 円 円 ㎡（坪）

B� 円

⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰
㎡（坪）当り 月額地代 年額地代 ㎡(坪)当り年額賃料 公課の3倍 BがAの 別荘地？ 統制令に該当 土地が床面積の 判定
月額賃料 ⑨×⑩ ⑪×12 ⑩×12 ⑦×3 3倍まで 〇 いいえ 〇 統制額以下 〇 10倍以下 〇 非収益事業 〇

円 円 円 円 円 3倍超   × は　い × 統制額以上 × 10倍以上 × 収益事業 ×

� 全日本仏教会顧問弁護士　長谷川 正浩 監修
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「Amazonのお坊さん便 僧侶手配サービス」について
販売中止のお願い文書を提出

　
本
会
は
下
記
の
通
り
「Am

azon

の
お
坊
さ
ん
便 

僧
侶
手
配
サ
ー
ビ

ス
」
に
つ
い
て
の
販
売
中
止
の
お
願

い
文
書
を
ア
マ
ゾ
ン
本
社
な
ら
び
に

ア
マ
ゾ
ン
日
本
法
人
に
提
出
い
た
し

ま
し
た
。

　
本
文
書
は
、
1
月
26
日
に
開
催
し

た
第
13
回
理
事
会
に
お
い
て
、
本
会

に
寄
せ
ら
れ
た
伝
統
仏
教
界
へ
の
ご

批
判
等
の
意
見
を
各
理
事
に
開
示
し

た
上
で
協
議
し
、
提
出
い
た
し
ま
し

た
。
ま
た
、
同
理
事
会
で
は
伝
統
仏

教
界
が
広
く
社
会
の
期
待
に
応
え
て

い
く
態
勢
を
作
る
た
め
「
法
務
執
行

相
談
に
関
す
る
協
議
会（
仮
称
）」を

設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
本
会
は
創
立
以
来
、
仏
陀
の
「
和

の
精
神
」
を
基
に
し
て
仏
教
文
化
を

宣
揚
し
、
も
っ
て
世
界
平
和
の
進
展

に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今

後
も
伝
統
仏
教
が
持
っ
て
い
る
繋
が

り
や
絆
を
社
会
に
発
信
し
て
ま
い
り

ま
す
。

� 2016（平成28）年３月４日
アマゾン ジャパン株式会社
代表取締役社長 ジャスパー・チャン 殿
� 公益財団法人 全日本仏教会
� 理事長 齋藤 明聖

「Amazonのお坊さん便 僧侶手配サービス」について
（販売中止のお願い）

私ども公益財団法人 全日本仏教会は、日本の伝統ある宗教団体の中でも有力な59宗派・36都道府県仏教会・
10各種団体からなる、およそ全国75,000カ寺を擁する唯一の連合体であります。組織率は全国寺院の９割と
言われています。

去る12月８日、貴社は僧侶手配サービスを販売開始しました。これは「株式会社 みんれび」が2013年から
展開している「お坊さん便」というサービスで、全国どこにでも「定額のお布施」で僧侶を手配し、「戒名」
「法名」も付与するというものであります。

私どもは、先ずもって、このように僧侶の宗教行為を定額の商品として販売することに大いなる疑問を感じ
るものであります。およそ世界の宗教事情に鑑みても、宗教行為を商品として販売することを許している国
はないのではないでしょうか。

そもそも、私どもは「お布施」を定額表示することに一貫して反対してきました。それは、「お布施」は僧侶
の宗教行為に対する対価ではないからであり、定額にすることによって「お布施」本来の宗教性を損なうか
らであります。同じように「戒名」「法名」も商品ではないのです。

日本の伝統ある仏教界は、お一人おひとりからのご懇念をもって進納された「お布施（懇志金）」によって寺院
を維持し、教えを広め、仏法を相続してきました。これが宗教の本来性であり、教団の歴史と伝統であります。

しかしながら、その布施の精神をないがしろにするような法外な「お布施」を請求するなどの事実があり、
慚愧の念に堪えないところであります。また、悩み苦しんでいる方々に本当に寄り添えているのか、僧侶と
してのあり方を足下から見つめ直し、信頼と安心を回復していかなければなりません。

つきましては、貴社におかれましては上記のことをご配慮いただき「Amazonのお坊さん便 僧侶手配サービ
ス」の販売を中止されるよう、お願いするものであります。

日本の伝統ある仏教文化を守り発展させていくためにも、今後とも、ご支援、ご鞭撻の程をお願い申し上げ
ます。

追伸　同文（英訳）をシアトル本社にも送付していることを申し添えます。
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財団創立60周年記念事業テーマ

ご縁をかたちに、
絆を行動に

─私
わたくし

からはじまる─
　
平
成
19
年
か
ら
翌
年
ま
で
行
わ
れ
た
財
団
創
立

50
周
年
記
念
事
業
の
統
一
テ
ー
マ
は「
地
域
の
縁・

ア
ジ
ア
の
縁
」
で
し
た
。
10
年
と
い
う
月
日
が
経

過
し
、
当
時
の
記
念
事
業
の
際
に
設
定
し
た

「
N
E
X
T
50
」
の
検
証
と
再
確
認
を
通
し
て
、現

在
の
社
会
に
向
け
て
何
が
発
信
で
き
る
か
検
討
を

重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
国
内
に
目
を
向
け
る
と
、
東
日
本
大
震
災
を
始

め
と
す
る
自
然
災
害
を
経
験
し
て
「
地
域
の
つ
な

が
り
」
が
見
直
さ
れ
、
ま
た
少
子
高
齢
化
、
人
口

の
流
動
化
に
伴
う
地
域
の
過
疎
化
の
進
行
、
モ
ラ

ル
の
崩
壊
、
さ
ら
に
は
戦
後
70
年
の
議
論
に
お
い

て
改
め
て「
平
和
」と
は
何
か
が
問
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
世
界
に
目
を
向
け
る
と
、
ア
ジ
ア
圏
と
の

交
流
の
重
要
性
、
国
際
的
な
格
差
問
題
、
情
報
化

社
会
に
お
け
る
人
々
の
思
考
や
行
動
の
変
化
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
諸
問
題
や
前
回
の
記
念
事
業
の
テ
ー

マ
で
あ
る
「
地
域
の
縁
・
ア
ジ
ア
の
縁
」
の
主
旨

に
鑑
み
、
よ
り
実
践
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
想
起
で
き

る
よ
う
な
テ
ー
マ
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
地
域

や
世
界
と
い
う
概
念
を
通
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
人
々

と
の
縁
や
絆
を
結
び
な
が
ら
、
私
た
ち
自
身
が
主

体
と
な
っ
て
行
動
に
移
す
、
そ
ん
な
想
い
を
込
め

て
、
こ
の
度
の
テ
ー
マ
を
考
え
ま
し
た
。

　
こ
の
テ
ー
マ
の
も
と
に
、
皆
さ
ま
と
と
も
に
思

い
を
一
つ
に
し
て
記
念
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ご
支
援
ご
協
力
の
程
、
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。


